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令和 7 年度 学校関係者評価報告書 

 

学校法人 松樹学園 

信州リハビリテーション専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

学校法人松樹学園 信州リハビリテーション専門学校 学校関係者評価委員会は「令和 6年度

自己評価結果」を基に、学校関係者評価を行いました。その結果を以下のとおり報告いたしま

す。 

 

 

１．学校関係者評価委員会委員 

 学外委員（五十音順） 

  青木 啓成  氏  相澤健康スポーツ医科学センター 

  太田 俊靖  氏  塩尻市贄川区 区長 

岡村 みか  氏  信州リハビリテーション専門学校 在校生保護者 

北澤みどり  氏  信州リハビリテーション専門学校 在校生保護者 

駒村 亮   氏  信州リハビリテーション専門学校 卒業生 

  原田 聡昭  氏  飯田市役所 福祉部 

堀内 雅司  氏  塩尻志学館高等学校 学校長 

   

 

 学内委員 

  村松 秀明    信州リハビリテーション専門学校 学校長 

  小野 佳子    信州リハビリテーション専門学校 学科長 

  木島  隆    信州リハビリテーション専門学校 教務主任 

  早川 充大    学校法人松樹学園 事務局長 

 

 

 

 

 

 

 



２．基準項目ごとの学校関係者評価・意見 

評価項目 評価・意見等 

基準 1 

教育理念・目標・ 

育成人材像等 

問題ないと思われる。 

基準 2 

学校運営 

問題ないと思われる。 

基準 3 

教育活動 

① 学会等に参加することもあると思うが、学校にも研修に関わる

規程等はあるのか。自己研鑽の機会を確保することは必要だと

思う。 

回答：規程はある。またそのための予算も確保しているが、実際は

業務の関係で研修会等に参加することが難しい状況もある。就

業規則との兼ね合いもあるので、今後見直しをする予定であ

る。 

 

② （上記①に関連して） 先生方の研修や自己研鑽について、研

修に行かれている先生もいるようだが、先生方は非常に忙しい

中で、どのようにうまく時間をとる工夫をしているのか。 

回答：時間を取れないのが現状である。授業だけでなく、クラスの

ことや実習のことなど、やらなければいけないことは多々あ

り、時間をつくれないのが現状である。また自分の休日を使っ

ていくのか、出張として行くのか等も含めて検討する必要があ

ると考えている。 

 

③ （上記②に関連して） 例えば文献検索システムが導入され

て、授業の準備として新しい文献を検索することが自己負担な

くできれば、学会に参加するばかりでなく、新しい知識の獲得

につながるので、自己研鑽になるのではないか。 

回答：色々な技術がある時代なので、活用できるものを利用し情報

を共有していきたい。 

 

④ 親の立場から、3 年間子どもを通わせてみて先生方が非常に熱

心に取り組んでくれたことに感謝したい。TV 番組などで最近

のリハビリの様子を目にし、医療現場も進化している印象を持

った。是非、授業の中でも最新の情報を伝えて欲しいし、卒業

してからもつながりを持って欲しいと思う。 

回答：我々も卒業生とのつながりは持ち続けたいと考えている。医

療現場の状況も社会情勢に応じて変化しているため、広く情報



収集して教育活動に取り入れていきたい。 

 

⑤ グループ学習が多く、その時々によってメンバーが変わり、仲

間との交流が深まり学校が楽しいと言っている。進学を決める

時に、大学にしようか悩んだが、この学校に来て良かったと言

っている。 

回答：グループ学習の目的として、学習効果を高めるだけでなく、

他者との関りの形成も狙いの 1 つである。 

 

基準 4 

教育成果 

① 理学療法士の仕事は、人柄の良さや人間性の良さがないとでき

ない仕事であると思う。信州リハの卒業生は評判が良いので、

これからも良い人材を育てられるよう努力して欲しい。 

回答：今後も努力を続けたいと考える。 

 

基準 5 

学生支援 

① 親の立場から、子ども達も頑張っているし大変だと思うが、そ

れ以上に先生方は大変だと思うので感謝している。忙しい中で

も、クラス行事などしていただきとても楽しかったと言ってい

た。勉強ばかりでなく、そうした息抜きもできて良かったと思

う。 

 

② 昨年度は、インフルエンザワクチンを学校で打っていただき助

かった。 

回答：関連病院の協力により実施できた。今後も依頼していきた

い。 

 

③ 臨床心理士の先生に来ていただいているようであるが、具体的

にどのような関わりをしており、何名くらいの学生が利用して

いるのか。 

回答：月 2 回来校し、希望学生と 1 人 1 時間程度の面談をしていた

だいている。今年度より新規の先生となり、状況によっては、

医療機関への紹介も行っていただけると聞いている。利用人数

は 5 名程度であり、なかなか学生の方から「カウンセリングを

お願いしたい。」と申し出ることは少ないので、もっと気軽に

利用してもらえるような工夫が必要と考えている。 

 

基準 6 

教育環境 

① 学校の環境は非常に良いので、3 年間こちらで過ごせるのは良

いことだと思う。学校の授業は大変で厳しいと思うが、何か学

生がストレスを発散できるような行事はあるのか。 



回答：新入生歓迎会、クラスマッチ、文化祭などの他にも、地域行

事への参加など、比較的多くのイベントを行っている。 

 

② 学生の住んでいる地域や通学手段はどのようになっているの

か。 

回答：中南信の学生が多く、多くの学生は電車通学である。ただ、

車通学の学生も近年増えてきている。自宅から通えない学生

は、塩尻駅周辺にアパートを借りている。 

 

③ （上記②に関連して） 先日の報道でもあったように、専門学

校の学生が昼休み中に交通事故を起こして死亡してしまった事

例があった。何か講習などはしているのか。 

回答：年間 2 回、塩尻警察署の方に来ていただき危機管理講話を実

施している。交通安全に関することや、SNS などの情報の危険

性についても講話を行っていただいている。 

 

基準 7 

学生募集と受入れ 

① 高校では、リハビリ分野の希望者が少ない年もあり学年によっ

て差がある。今後学生数が減ってくるので、学生確保に関して

非常に苦労する部分であり、工夫が必要になるだろう。学生の

生徒会組織のようなものがあれば、学生目線、卒業生目線から

高校生にアピールするのも良いのではないか。 

回答：本校にも学生会という学生主体の組織がある。同窓会の説明

会参加はないが、在校生は毎回参加してもらっている。 

 

② （上記①に関連して） 学校説明会の時に、在校生の方達がお

話してくれて、子どもは「ここ、いいな。」と決めた。 

回答：学生募集の新たな取り組みとして、この地域の高校を特集し

ているWebページに本校の紹介動画を掲載してもらった。その

動画の中で、在校生が中心となって学校をアピールをしてくれ

ている。 

 

③ 子どもはスポーツをやっていたのでこの職業を知って目指した

が、理学療法士という職業を知らない子が多いと思う。例えば

美容師のように自分が接する機会がある職業はイメージしやす

いと思うが、職業として知らなければ選択肢に挙がってこない

と思う。 

回答：入学した学生の多くが部活動で怪我をして理学療法士にお世

話になったとか、祖父母が病気で入院してお世話になったとい



う場合が多い。コロナ禍においては、高校や中学校から出前講

座に依頼も多くあり、理学療法士の仕事内容や治療についての

説明をする機会があった。 

 

④ 高校では 1 年生の時から進路の話は始まっている。2 年生にな

ると職業についての説明があったり、学校説明会に参加してい

る動きがみられる。 

回答：高校では、1・2 年生の早い時期から進路について対応してお

り、進路選択の時期が早まっていることが分かる。理学療法士

という職業をもっと知ってもらえるようなアプローチができれ

ばと考える。 

 

基準 8 

財務 

問題ないと思われる。 

基準 9 

法令等の遵守 

問題ないと思われる。 

基準 10 

社会貢献 

① 文化祭は、若い方々から元気をもらえると、地域の方々もとて

も楽しみにしている。今後も協力をお願いしたい。 

回答：学校としても、今後もお願いしたい。 

 

 


